
  

別記様式 

会 議 録 

会議の名称 令和５年度第１回社会教育委員会議 

開 催 日 時 令和５年７月２５日（火）午後２時００分から午後３時５５分まで 

開 催 場 所 戸田市役所 ３階 教育委員室 

委員長等氏名 社会教育委員会議 委員長 宮地 孝宜 

出席者氏名 

（委員） 

宮地孝宜、佐藤勝巳、板橋哲、島宗徹、片岡昭博、渡部淳子、高松麗子、須

田真司、加藤ちあき、熊木保衛、中本剛 

欠席者氏名 

（委員） 
稲垣茂 

事 務 局 鎌田課長、高屋課長、冨田主幹、小室主事、向後主事補 

説明のため

出席した者 
なし 

議 事 

（１）第５次戸田市生涯学習推進計画進捗状況について 

（２）令和４年度市民大学講座の報告及び令和５年度事業計画について 

（３）令和５年度社会教育関係団体への補助金交付について 

(４) 戸田市民大学の現状と学習後の知識活用について 

会 議 結 果 別紙のとおり 

会議の経過 別紙のとおり 

会 議 資 料 

・資料１ 第５次戸田市生涯学習推進計画進捗状況について 

・資料２ 令和４年度市民大学講座の報告及び令和５年度事業計画について 

・資料３ 令和５年度社会教育関係団体への補助金交付について 

・資料４ 戸田市民大学の現状と学習後の知識活用について 

・参考資料１－１ 第５次戸田市生涯学習推進計画進捗状況 

・参考資料２－１ 令和４年度戸田市民大学認定講座実績 

・参考資料２－２ 令和５年度講座計画（生涯学習担当） 

・参考資料２－３ 令和５年度講座計画（美笹公民館） 

・参考資料２－４ 令和５年度講座計画（新曽公民館） 

・参考資料２－５ 令和５年度講座計画（下戸田公民館） 

・第５次戸田市生涯学習推進計画（概要版） 

・令和５年度戸田市民大学カリキュラム 

・令和５年度版生涯学習情報誌「あなたも生涯学習を」 

議事録確定 
令和５年８月４日 

社会教育委員会議 委員長 宮地 孝宜 



  

（会議の経過） 

発 言 者 議題・発言内容・決定事項 
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事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

事務局 

 

 

午後２時００分  事前配布資料（資料１～資料７）の確認。 

 

会議に先立ち、委嘱状交付式を行う。 

教育部長から委嘱状を交付する。 

 

続いて教育部長からあいさつ申し上げる。 

 

(教育部長あいさつ) 

 

公務の都合で、教育部長は退席する。 

 

１ 開会  会議資料の確認 

 

今年度最初の会議であるため、自己紹介をお願いする。 

 

(委員自己紹介に続き、事務局自己紹介) 

 

続いて、委員長・副委員長の選任に移る。「戸田市社会教育委員の会議に

関する規則」第３条の規定に基づき、委員の互選により、委員長１名、副

委員長１名をおくこととなっている。委員長、副委員長について意見を伺

いたい。 

 

社会教育分野を専門に研究しており、他の自治体での社会教育委員の経験

もある宮地委員が適任であると思う。 

 

賛同いただける方は拍手をお願いしたい。 

 

(一同拍手) 

 

委員長は宮地委員にお願いする。 

続いて、副委員長について意見を伺いたい。 

 



  

委員長 

 

 

事務局 

 

委員 
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事務局 
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事務局 

 

 

 

委員長 

 

 

 

元市職員として博物館長・図書館長の経験もあり、社会教育行政に広く知

見をお持ちの佐藤委員が適任ではないか。 

 

賛同いただける方は拍手をお願いしたい。 

 

(一同拍手) 

 

副委員長は佐藤委員にお願いする。 

 

宮地委員長から開会の挨拶を頂戴する。 

 

(委員長あいさつ) 

 

議題の審議に先立ち、事務局から戸田市の社会教育事業について説明す

る。 

 

(戸田市の社会教育事業、社会教育委員の活動について説明) 

 

次第６ 議事に入る。 

議事の進行については、「戸田市社会教育委員の会議に関する規則」第３

条第３項に基づき、委員長にお願いする。 

※議事に入る前に傍聴人はいない旨報告。 

 

資料に基づき議題１ 第５次戸田市生涯学習推進計画進捗状況について、

事務局から説明願いたい。 

 

議題１ 第５次戸田市生涯学習推進計画進捗状況について 

概要：令和３年度から施行された第５次戸田市生涯学習推進計画の進捗は

ほぼ目標どおり進行している旨報告 

 

議題１について、意見・質問等あるか。 

連携した取組を実施するとあるが、現状何か取り組んでいるものはある

か。 

 



  

事務局 
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副委員長 

講座内容と関係する課に講師を紹介してもらうなどの連携がある。 

教育委員会に留まらず、市長部局とも引き続き連携を行い、講座を計画し

ていく。 

 

ネットワーク型行政の観点から、各課講座を通じて連携を深めていくとい

うのは、これからの社会教育の一つの在り方として注目されていくのでは

ないかと思う。 

他に、意見・質問・感想等あるか 

 

基本施策にある市民企画講座は、過去にどのような講座を行ったのか知り

たい。 

  

昨年度は３つの講座を実施した。「身近に学ぶ SDGｓ～はじめよう！SDGs

アクション～」ではカードゲームを通して SDGsについて学んだ。「家族で

取り組む産後ケア」では、バランスボールを使ったエクササイズを行った。

「戸田市内の専門医に聞く－みんなで正しく知ろう乳がんのこと－」で

は、市内の医師を講師に迎え、乳がんについて学んだ。 

 

他に何か質問はあるか。 

 

博物館のボランティア募集は、学校に通知を出しているのか。 

 

昨年度はコロナの影響でオンライン授業を行ったため、ボランティア募集

は行わなかった。 

今年度は、６年生の授業を対面で行うため、ボランティアの方にお願いす

る予定である。 

 

今後市内小中学校の社会体験授業などを行う予定はあるか。 

ボランティア人材の確保にも繋がるのではないか。 

 

小学６年生の授業では、火起こし体験を計画している。今後もその様な授

業を計画していく。 

 

講座の動画配信のきっかけや、配信の基準を聞きたい。 
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委員 

 

 

 

 

委員長 

 

委員 

 

当初は、コロナ禍でも学びを止めないために、会場に集まらなくても受講

できるよう配信を開始した。 

配信の基準は、明確なものは設けていないが、リカレントや子育てに関す

る内容など、仕事や家事等で会場での受講が難しい世代の関心が高いもの

については配信を行っている。 

 

戸田市生涯学習推進計画は誰が評価しているのか。 

 

該当事業を担当している各課が評価しているので、多少のバラつきがあ

る。 

 

他に意見・質問・感想等あるか 

(意見及び質問なし) 

 

議題１については、事務局の提案のとおり承認する。 

続いて、資料に基づき議題２ 令和４年度市民大学講座の報告及び令和５

年度事業計画について事務局から説明願いたい。 

 

議題２ 令和４年度市民大学講座の報告及び令和５年度事業計画について 

概要：令和４年度市民大学講座の取り組み成果（受講者の年齢層の多様化、

市民企画講座の提案数の増加）及び令和５年度の取組(開催講座の目的の

明確化・公民館講座のコース新設) 

 

議題２について、意見・質問・感想等あるか。 

 

公民館でもサークルの新規加入者の獲得や若年層の参加のきっかけづく

りに苦労している。 

最近活動が増えてきたサークルも多いので、公民館に来館される方が交流

できる場所をもっと作っていきたいと考えている。 

 

他に何か質問や意見はあるか。 

 

令和３年度から受講方法の選択を拡大したことにより、２０～３０代の受
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講者も増えてきたのはとても素晴らしい事だと思った。 

 

コロナ禍において実施したオンライン・オンデマンド配信が、コロナが落

ち着いてきた今でも逆に新たな受講者層の獲得が出来る強みになってい

る。今後も会場と配信、２つの良さを生かした講座を計画して欲しい。 

他に質問や意見はあるか。 

 

どういった講座に若年層は興味を示しているのか知りたい。 

 

特に子育て世代向けなどは若年層の関心が高いが、どのような内容でも配

信を行うと若年層からの申込みがあるため、若年層も幅広い分野に関心が

あると見受けられる。 

 

学校関係者の方から講座の開催について何かご意見あれば伺いたい。 

 

子どもたちからも講座に参加してきたという声をよく耳にする。子ども向

けの講座は、人気の講座はすぐに申込受付が終わってしまったり、単発で

行われる講座が多いイメージがある。 

今後は回数や開催地についても可能な限り検討してみてはどうか。 

 

子ども向けの講座のテーマについて、各公民館の職員が近隣の小学校に出

向き、どのようなニーズがあるのか学校の先生と話し合うことを今年度か

ら始めている。 

また人気な講座については、先着順ではなく抽選で参加者を決めているも

のもある。 

 

中学生対象の講座は行っているのか。 

 

市が連携を結んでいる日本薬科大学の先生をお招きし、薬剤師に関する講

座を中学生向けに行った。 

今後も中学生向けに将来のことを考えられるような講座を考えていく。 

 

中学生だと、英語検定や漢字検定の対策の教室を公民館で開くと興味を持

つと思う。 
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また、子どもが講座に参加する際は親の承諾の必要があるのかを知りた

い。 

 

特に承諾の必要性は無い。 

中学生だと自分で講座の参加を申し込むケースも、公民館ではあった。 

 

他に質問や意見はあるか 

 

知的障害者向けの講座は現在何か計画しているか。 

 

現段階では実施していないが、今後検討していく。 

 

こちらからもアイデア等が浮かんだら共有していきたい。 

 

他に質問や意見はあるか 

(意見及び質問なし) 

 

続いて、議題３ 令和５年度社会教育関係団体への補助金交付について、

事務局より説明願いたい。 

 

議題３ 令和５年度社会教育関係団体への補助金交付について 

概要：今年度の単位 PTAと PTA連合会に交付する補助金について説明。 

 

議題３について、意見・質問はあるか。 

 

戸田市では PTAへの加入意思を入学時に各家庭に確認している。 

かつては加入率１００％だったが、加入率が５、６割の学校も増えてきて

おり、年々加入する家庭が減ってきている。 

補助金の使い道について、学校も PTAも頭を悩ませている状態。 

その現状をどう打破していくかが、今後課題となってくると思う。 

 

中学校でも加入率が年々下がっている。 

生徒数で補助金をいただいているので、全生徒に還元できるような物の購

入や活動をどうするか、会長が悩んでいる状態。 
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学校の規模によって、それぞれの課題があると思う。 

学校によっては、補助金が少なくなってしまうと活動が制限されてしまう

ところもあるが、私が最後在籍していた学校は生徒数が多いので、加入割

合が６割程でも活動は可能である。 

逆に多すぎると使い道がなく困ってしまうというケースも出てくる。 

今後、学校規模や加入率など考えながら計画していくのがお互いに良いと

思う。 

 

コロナ禍に入ってから PTAの活動も変わってきている。 

オンラインで会議を行うために、パソコンを購入し Wi-Fiの契約をした。

また、埼玉県の PTA連合会から脱退し、単独で活動していく方針にした。 

 

事業補助でサポートするというのも、一つのあり方かもしれない。 

様々な意見が出たので、是非今後の運営の参考にしていただきたい。 

他に何か質問はあるか。 

(意見及び質問なし) 

 

議題３については、事務局の提案のとおり承認する。 

続いて、議題４ 戸田市民大学の現状と学習後の知識活用について、事務

局より説明願いたい。 

 

議題４ 戸田市民大学の現状と学習後の知識活用について 

概要：市民大学の取組と課題等について説明。「生涯学習・学び直しを促

進するための方策」と「大学聴講補助制度の新しいあり方」について、意

見交換を行う。 

 

議題４について、委員の方から何か意見・質問・感想等あるか。 

 

地域のボランティアの方々や保護者を積極的に学校にも取り入れていこ

うという動きが市内小中学校で出てきている。 

そのような地域づくりという意味では、学校運営と市民大学制度は似てい

ると思った。 

市内小中学校を舞台とした学びを通じた地域づくりとして、学校側もサポ



  

 

 

副委員長 
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委員長 
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委員 
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ートしていきたい。 

 

博物館では、ボランティアを活用した学校との連携事業で、子どもたちと

一緒に学び合う活動を行ってきた。子どもたちが興味を持てるような講座

や、単発で終わらず後年の活動に繋げていけるような講座計画を行ってい

る。そのように後々を意識した学びのコースを作成したら、ボランティア

人材の育成のきっかけになると思う。 

 

若年層とシニア層の交流が難しい状況。 

段階を踏んで、世代間の交流を深める必要があると思う。 

 

５０歳以上を対象にしたシニア向け講座を計画されているが、５０～６０

代の年齢の人だと高齢者として括られたくないという人もいる。 

若い世代と交流をしていきたい人もこの世代には多くいるので、どう取り

組んでいくか今後検討が必要である。 

 

PTAも地域と連携して、生徒が積極的に地域活動に参加できるよう取り組

んでいるので、今後も継続して行っていきたい。 

 

シルバー人材センターではサークルが約２０種類存在している。 

英会話サークルでは、オリンピックに向けて英語でのボランティアの資格

を勉強しており、何名か合格した。無観客の開催となってしまったため活

躍の場はなかったが、目標をもって地域活性のために努力するのは良い事

だと思う。 

 

あいパルでも世代間交流については力を入れて事業を行っているので、今

回の会議で学んだことを持ち帰り事業に活かしたい。 

 

市民大学で学んだ人の中に、学んだ知識を誰かに提供したいという意欲が

ある人がいるかもしれない。町会等で学びを提供する場所を作るのも良

い。 

 

色々なパターンの地域の活性方法があると思う。 

生涯学習課が様々な事業を通して培った経験を活かした仕組みづくりを



  

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

是非行ってほしい。 

 

本日の全ての議事が終了したので、進行を事務局へお返しする。 

 

５ 閉会 

本日はありがとうございました。 

次回の会議は２月を予定している。 

また、８月８日に人権フィールドワークを予定しているので、可能な方は

参加いただきたい。 

以上で令和５年度第１回戸田市社会教育委員会議を終了する。 

閉会／午後３時５５分  

 


